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旧徳山村年表

国登録有形文化財・旧宮川家住宅主屋の移築に関連して
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相聞松帆HMOTO　枕IkI

要旨　ダム水没のため廃村となった旧徳山村から移築復元した旧宮川家住宅主屋は、現在、岐阜県百年公

園にあり、岐阜県博物館が管理・活用している。廃村・移築から30年を経て、とくに茅葺屋根の衰耗が激

しく早急な対応が必要になっている当該建造物について、県では国登録有形文化財に登録し、国庫補助を活

用した整備事業を進めている。その一環として刊行した保存活用計画の策定過程で作成した関連年表をもと

に、廃村前後の徳山村とその民家について概観し、保存活用の意義を訴える。

はじめに

旧宮川家住宅主屋（以後、「旧宮川家」と記す）は、旧

徳山村戸入（現岐阜県揖斐liI町）から岐阜県百年公園（岐

阜県関市）に移築復元された山村民家である。建築は明

治前期に遡り、「入母屋造の茅葺きで、広間型の平面や半

間毎の柱間を板張りとした外壁、土間隅部の紙漉き部屋

など、美濃地方西部の山村農家の特徴をよく示す」1と

して国登録有形文化財に登録されている。

旧宮川家の旧立地は、越美山地の深い渓谷沿いにあっ

て、現在、日本一の総貯水容量を有する国内最大級の中

央遮水方ロックフィルダム・徳山ダムのダム湖に沈んで

いる。このダムによる水没世帯数466戸は、東京都・小

河内ダム（945）、岩手県・湯田ダム（622）、奈良県・池

原ダム（529）に次ぐ大規模なもので、徳山村は全村水

没・廃村となった。

水底の徳山村は、、一方で、日本民俗学の聖地ともいえ

る場所である。日本初の本格的フィールドワーク「山村

調査」2の調査地のひとつであり、詳細な民俗誌［桜田勝

徳，195lIによって往時の姿を克明に知ることができる。

以来、典型的かつ特異な山村として多くの民俗学徒が訪

れ調査記録を残してきた3。民俗学のみならず村内には

20を超える遺跡が点在し、縄文時代に遡る人々の生活の

場であった村と、その生活を育んだ豊かな自然環境が失

われることは、ダム計画当時から衝撃を以て受け止めら

れた。とくに廃村前後の1980年代は全国的に多くの注

目を集め、調査活動も活発に行われている。
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令和元年度から2ヶ年にわたって旧宮川家の保存活用

計画を策定するに当たり、下準備として、こうした村の

動向を追い、年表を作成した。本稿はその年表とこの作

業で得た所感をまとめたものである。

1　徳山ダム計画の50年

年表を見て、最初に目につくめはダム関係の記述であ

る。ダム計画が村に最初にもたらされたのは昭和32年

（1957）、二転三転を経て、最終的に徳山ダムが竣工し

たのが平成20年（2008）、都合50年以上かかった一大

プロジェクトであった。

その一方で、村の近代化は遅々として進んでいなかっ

た。ライフラインである電気・水道・交通網はもちろん、

郵便・電話・テレビも県内で最も遅い普及である。山中

の深いⅤ字渓谷に穿たれた各集落が、長らく孤絶しつつ

自助自立の生活を営んできたようすが窺われる。翻って、

自然の資源を古来の知恵で活用する豊かな山村の暮らし

を彷彿させもする。

実際、村は過疎化と財政難に苦しんでいた。廃村後を

協議する揖斐郡町村長会・徳山ダム研究会（助役会）で

は、当初、徳山村と①藤橋・坂内・久瀬・揖斐川、②藤

橋・坂内・久瀬、③藤橋・坂内、④坂内、⑤藤橋との5

合併案が検討され、①の広域合併が望ましいとされたも

のの、ダム計画の不透明さと徳山村の起債8億円等が忌

避されて結論を先送り、県の主導で⑤案が採られること

となった4。合併前でも県内最少人口で、同じダム問題
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を抱える隣村との最小限の合併である。これにより藤橋

村は、大半の旧村民が岐阜・本巣市等に移住した無人の

旧村域を加えて、全国最少の人口密度となった5。全国

一の過疎の村となった藤橋村では、しかし、アイディア

マンとして知られた中河芳美村長が、ダムを活かし、高

齢化を逆手に取った村づくり構想6を推進したが、志半

ばで病に倒れている（1991没）。

とまれ、ダム計画が半世紀にわたって具体化しないま

ま残り続けることで、過疎に苦しむ中山間地域の村が積

極的な地域振興策を打てないまま、じわじわと村の体力

を奪われていったようすが年表から窺える。村の主幹産

業であった林業、中でも製炭は燃料革命7によって急速

に衰退し、代わって災害復興・公共工事が主要な現金収

入源になった8。「どうせ水に沈む」「ダムができれば、

企業者の協力金や交付金・固定資産税収入が見込める」

と、一方でダム建設の具体化・実現をにらみつつ、一方

では積極的な産業基盤・生活環境の整備がほとんどされ

ないままであったのだ。

少子高齢化は世界の趨勢で、とりわけ日本では避けら

れない情勢だ。徳山ダムがなくても、徳山村の未来は明

るいとは言い難かったに違いない9。実現しなかった中

河村長のリタイアメントタウン構想は、現在なら時宜に

かなった施策だったろう。それにしても、離村・廃村ま

で30年はなすすべなく過ぎていったように思われる。

逆にいえば、村の生業形態・生活様式は前近代的なまま

温存されていたのである。

2　徳山村の遺産：掘り起こしと継承

再び年表に目を転じると、廃村（1987）からダム竣工

（2008）まで20年の空白がある。この間、盛んにおこ

なわれたのが、調査顕彰活動であった。まず、地元有志

の地道な表採で等閑視されていた遺跡の存在が明らかに

なり、全村で大規模な発掘調査が実施された。報告書が

刊行され、出土遺物は、現在、県文化財保護センターが

収蔵しており、時々に展示公開されている。県内考古学

史においても特筆すべき事業と成果であり、この発掘に

加わった多くの調査員が今も県文化行政に携わっている。

つぎに、移転に伴って家屋道具類の破却が目立つにつ

れ、民俗資料への関心が高まった民具は、村役場の呼び

かけで組織的に収集・整理されて、国重要有形民俗文化

財「徳山の山村生産用具」に結実した。これらは、現在、

徳山民俗資料収蔵庫で見ることができる。

民家は廃村の少し前、1970年代からの民家ブーム、

1990年代の古民家再生ブームにのって、引く手あまたの
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状況で、村斡旋だけで32軒が村外に移築された。今回

の追跡調査ではその内訳を知ることはできなかったが、

行政による展示施設利用のほか、レストランやゴルフ場

レストハウス、別荘などへの転用が多かったようである

10。前者の例として岐阜県博物館の旧宮川家などが挙げ

られる。後者の例としては、静岡県修善寺町（現・伊豆

市）に9軒の民家が移築され、現在も活用されている（修

善寺虹の郷）11。但し、修善寺の移築について現地確認

した［片桐勝信，1988］は「復元というより再利用」であ

ると述べ、自然公園内のレクリエーション施設という利

用目的から「徳山の家そのままに復元されなくてもしか

たのないことであって、灰となるよりもこれだけでも残

ったことに満足するより外はない」と理解を示している。

片桐は商社マンとして活躍する傍ら、揖斐谷の民家の保

存活動をしており、谷汲村の農家（1977）12に続いて、

上開田・旧山崎家を解体、自身が住職を務める大野町・

陽勝寺へ移築している（1984）13。

民家についてもう少し述べる。県内で文化財として復

元移築されたもののうち、岐阜県博物館・旧宮川家は建

築当初に復元され、岐阜市ファミリーパーク・旧増山家

は移築当時の姿を残し、本巣民俗資料館・旧神足家は増

築部分を残し、徳山村ではなかった自在鈎を追加するな

ど、近世～近代の古民家の類型として整備され、移築の

様相も一様ではない。

また、これらは全て木造茅葺入母屋造で、草屋根は定

期的なメンテナンスを前提としており、廃村・移築後30

年を経た現在、いずれの民家も保存上の問題を抱えてい

る。このうち揖斐川歴史民俗資料館・旧広瀬家は平成22

年（2010）に全面葺き替えを済ませ、最も保存状態がよ

い。本巣民俗資料館・旧神足家は維持管理を優先して、

平成15年（2003）にトタン板葺きに変更されている。

岐阜市ファミリーパーク・旧増山家と関市中池公園・旧

岩菅家は、岐阜県博物館・旧宮川家と同じく屋根材の腐

朽・損耗のため立ち入り禁止になっている。往時の生活

者の高齢化が進む中、茅葺きの方法のほか、緩んだ栓の

締め方、茅の採取と保管など、日々のメンテナンスに関

る知識は、年を追うごとに失われており、茅葺きの耐久

年数の目安となる30年という節目に今後の継承につい

て楽観できない状況といえる。

3　ダム移転と生活変容

人の暮らしはまさにサイトスペシフィックであり、徳

山村の生活様式は周囲の自然環境を含めた徳山村でしか

実現できないことは論を侯たない。離村した後も、旧村
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民の旧徳山村での生活は継続していた。試験湛水（2006）

が始まり、物理的に大村できなくなるまで、山菜やキノ

コ、木の実（トチノミ）、薬草の採集、狩猟漁擬等のため

に少なからぬ往来があり、ただ故郷を偲ぶためだけに短

期間滞在する人もあった14。「村におる間、ここでしか

できんことをやっておきたい」15という無理からぬ動機

である。［大西暢夫，僕の村の宝物：ダムに沈む徳山村

山村生活記，1998］などのフォトドキュメントを読むと、

大自然の中で生き生きと生活を営むお年寄りのたくまし

い姿が活写されていて圧倒される。

ところが、他方で、移転者たちには厳しい現実が待ち

受けていた。山村から地方都市への移住は大きな生活変

容を伴い、適応不全に陥って生活が暗転してしまう人が

多く見られたのである16。

カメラばあちゃんの名を馳せた増山たづ子は「冬は仕

事にならんから、昼間っから集まって、飲んで、歌って、

踊って、ね。それ以外の季節は冬を楽しく過ごすために

働くようなもん」17と村の暮らしを懐かしんでいる。「み

んなで仕事を手伝ってな、歌ったり、笑ったりするうち

に全部片付いてしまってる。徳山の人は物に困ったこと

がない。米がないといえば持ってけ一。（略）みんなが助

け合ってた。」18

ここに語られる濃密な人間関係はもちろん、山仕事や

田畑の世話で忙しく過ごし、里山の恵みから自給自足で

賄う徳山の暮らしを都市部の移転地で再現することは不

可能である。もし、移転地が藤橋村や坂内村などの徳山

村に似通った環境であれば結果は変わっていたかもしれ

ない。しかし、国を挙げて向都離村の世相の当時、こん

な後知恵は湧かなかっただろう。

徳山特有の栃山慣行に見られる特産のトチノミは、豊

富な水量を誇る村の清流でなければあく抜きが難しい。

地野菜である徳山唐辛子を使ったカラカラ大根も、焼畑

で育った大根だからこその味だった。

おわりに　ダムとニューノーマル

こうして徳山村年表から徳山ダムを見ると、国の方針

の紆余曲折が透けて見える。高度経済成長期に拡大を続

ける電力と水使用のために計画された利水・発電ダムは、

水余りになると、治水・利水・発電の多目的ダムに変更

され、一時は見直し事業にも数えられた。目を現代に転

じると、令和2年7月豪雨（熊本豪雨）など、頻発する

水害が激甚化する昨今は、「ダムに頼らない治水」が唱え

られ、凍結されていた川辺川ダムが多目的ダムから流水

型ダムに仕様変更して計画推進の方向である。
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「揖斐川はダムと発電所の町」という19。木曽三川の

ひとつ・揖斐川は、上流から徳山ダム、横山ダム、久瀬

ダム、西平ダム、揖斐川支流・根尾JII（本巣市）に金原

ダム、上大須ダム、坂内川に神岳ダムが連なり、発電が

行われている。当然のことながら、ダム建設による移転

集落は徳山に限らない。

［佐藤晃之輔，2001］によると、高度経済成長期に始ま

り、昭和・平成の町村合併で進む行政による廃村に加え、

中山間部は、インフラ整備が遅れ、生活環境の不備や地

域や時代にあった新産業の振興策が図られず、自発的な

離村による廃村が進んで、多くの山村が廃絶してきた。

やはり徳山の廃村はダムの有無にかかわらず不可避だっ

たのかもしれない。

［五十嵐太郎，2020］は「世界的にみても東京は驚くべ

き速度でスクラップ＆ビルドがおこなわれて」おり、30

年で建物が入れ替わり、絶えず街並みが更新されてきた

と述べる。五十嵐が「見えない震災」と呼ぶ、この激烈

なスクラップ＆ビルドは従来にない速度で町と暮らしを

刷新している。山村とは別の理由ながら、東京ですら街

並みを保つことができない現代日本のあり様から徳山廃

村は当然の帰結ではあった。

さらに、徳山に関しては、現地での生活体験を持つ人々、

伝承者に身近にあった人々が高齢化によって櫛の歯が欠

けたようにいなくなり、懐古の情も薄れてきたように思

う。平成の30年間を経て、令和の今から振り返ると、

2000年代の昭和趣味はノスタルジーを実感できる最後

の世代が牽引したことが了解される。囲炉裏の火に鍋を

かけた実体験を持つ世代が圧倒的少数となった今となっ

ては、徳山村の民家の作る空間は、まるで「おとぎの国」

のように感じられる。徳山村そのものがない現在、旧宮

川家などの移築民家は徳山のリアリティを体現する貴重

な生き証人なのである。

コロナ禍で急速に普及したニューノーマルは、人と人

のリアルな接触を回避させる。新型コロナウイルス流行

の終息が見えない現状、実物の存在感こそが存在意義で

ある博物館としても、今後の活動に大きな転換をもたら

されざるを得ない。

そうだからこそ、博物館員として実感するのは、モノ

は人間よりも長生き（長持ち）するということである。

家は、建てた人、住んだ人がいなくなっても残り続ける。

旧宮川家は徳山村がなくなった後も30年を永らえ、今

後も徳山の暮らしを後世に伝え続けていくのだ。岐阜県

博物館は託された意義を強く訴えねばならないと感じて

いる。
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均23％）で、他地域に先がけて高齢化が進行し、就業人

口は30年間（1980－2010）で32％減少している。学校

数は35年間（1975－2010）で小学校数は49％（全国は

11％減）、中学校数は41％減少している。

振興山村の財政力指数は平均0．39、全部山村（全域が
「振興山村」となっている市町村）は0．24で、全国平均

0．53を大きく下回り、厳しい財政状況。（農林省農村振

興局農村政策部地域振興課「振興山村をめぐる状況」）
https：l／www．maff．go．jplj／nousin／tiiki／sanson／S＿about／i

ndex．html（2021年1月9日閲覧）

10［岐阜県博物館，2020］

ll https：／／www．nijinosato．coml（2021年1月31日閲

覧）新型コロナウイルス感染拡大のため現地確認はかな
わなかった。
12［現代の顔：「茅葺き民家」はかくして残った，19771

132020年5月22日に聞き取り。旧山崎家は壁がない

状態（再建途中）である。
14［ニュース・グラフ：その後の旧徳山村，1990］

15［さようなら徳山村：10　思い出づくり，19871

16［木村一夫，1997日浜本篤史，20011

17［「徳山村」’92・冬：6　交友録，1992］

18［写真家・増山さん、作家・藤川氏が講演，1991IJT

いきいきフォーラム「感動上手のすすめ」紹介記事。
19　揖斐川歴史民俗資料館常設展示。
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戸入大火、六社神社より東の26戸焼失 俑���鴿�.x*ｩj�hﾊHｸh檍/�Jﾙ�ｲ�

この年まで門人2戸が養蚕（夏秋2回） 灯��H�ioi68ﾙ�&ｨ,ﾉm瑛ｨ檍*ｨ跖-ﾈ.�����3H�i�c���､ｨﾜ8�｢�

昭和9　　　1934 ��川口積次郎『飛鱒の白川村』 全国山村生活調宣（日本停電糠村における郵覚生活の質料果集調董）（1934・5～ 1937・4） 柳田国男『民間伝承論』 天理参考館に朝鮮半島の民家を移築 石原憲治『日本農民建築』全部16端、刊行開始 

昭和10　　1935 ��ﾈ�9Jﾙ6H�ｪ��ﾂ�民間伝承の会（のち日本民俗学会1949－） 柳田国男縞「山村生活部董第1回報告書」 柳田国男『国史と民俗学』『郷土生活の研究法』 渋沢敬三らが日本民族学会（のち日本文化人類学会）を設立 

昭和11　　1936 伜(ｫ��hｨ�+(��,ﾈ耳ﾘ�,h+X,I�I69wｩ;�*ｩ;�)$�9��傴ｩ���H�S��3俐Idｸ�｢�柳田国男複「山村生活調重篤2回報告書」 

西平ダム着工 冕�hﾊHｸh檍ｴ�ｭh鑄�yj�h���

昭和12　　　1937 ��柳田国男組・民間伝承の会『山村生活の研究』 大阪・吉村象住宅、奈良・今西象書院が国宝指定（国宝保存法） 

昭和13　　　1938 ��柳田国男編『海相生活調査報告書（第1回）』 渋沢敬三らが野外博物館計画（頓挫）の一項として武義さの民家・絵馬豊を離籍 

昭和14　　　1939 ��ﾉ[ﾘ5�8��ｨﾔ���+�.ｨ決ﾗ���Fｩ�Y-x+X*ｨ,�*ﾘ,�.��江馬三枝子『合掌造り民家と大家族制度』 

本郷・徳山郵便局に村初の電話開通 �7X8ｸ�ｸ6ﾘ�X5�4X6x�y?ｩgｸｻｸ,ﾈﾜIjY8x���
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1日徳山村年表　旧徳山村民家（旧宮川家住宅主屋）移築経緯に関連して

徳山村と周辺のできごと 兌h嶌ﾞ��Yj��ﾘｧx�Xﾉｩ'ｨ讓�X�)�ｩ�Xｻｹ9�,ﾈ,X*ｸ+(,b�

昭和15　　　1940 冲ｹN6ﾆ迄迚zﾈﾞ)>��ﾈ,冲ｹN4又�6Hｴ8�冲ｹN9�ﾉ6I|ﾘ/�淙���ﾋｸ487(6h98�ｨ*ｩ���5�8�/�ﾉｩ�ﾘ����ﾈ�9Jﾙ6H�,ﾈ靖�X5�8���ﾉ[ﾙJﾙ6H�,ﾈ暮w�､ｨ趙� 

昭和17　　　1942 伜(詹�X懆��38ﾌｹ�8魲� 

昭和18　　1943 ��江馬三枝子『白川杓の大家族』 

昭和19　　1944 傴ｩ��8ﾉ>ﾈ､9&��ｸ��8ﾈ､9&饑ｸ,ﾙ�ｹ7ス�｢�京都・小川豪住宅（二条陣屋）を国宝指定 

昭和20　　　1945 倅�ﾙ&��ｸ�弍)Xﾈﾊx,ﾙ�ｹ7ォ�｢�gｸｻﾘ*�.ynY�ﾈ-h,ﾉ;刋亜ﾈ�8跖-ﾈ.�����諸��#��S�鉄8ﾚ��｢�+�,ﾈﾚ�*�.y%傲H*ｸ*ｩ��/�����諸��3��S�鉄X�｢�+�,ﾉ��8��wｸ衒*ｩ�x/��+�,ﾈﾚ�*�.x鑄ﾙx*ｸ*ｩ�ｩ���+�.ｨ決ﾗ���4ｨ8ｸ5H98*�.x8(987�-h昏ﾗ2� 

昭和22　　　1947 度ﾈ��igｸｻﾙ�X懆��7�6ｨ8Hﾔ��ｩ��ﾌ�*�.x�懆��S�ﾌｹ�8魲� 

昭和24　　　1949 俾�iJﾙ6H/��ﾉ���民間伝承の会を改称して、日本民俗学会 

檀原分校舎を建設、集落独自で実施 ��x､9�ｩ�hｨ�,ﾈﾊHｸh���

この頃、門人の民家にトタン書きが導入される ���#h�id�;X鮑ｾ�;�鵫��

昭和25　　　1950 店ﾈ��igｸｻﾘ�X､ｩ68*ｨ齪彿Jﾙ6H,�.h.�5�9H��;�)6I|ﾘ��N��hｨ絢i:��xﾘx�｢�日本民俗建籍学会発足、『民俗建築』繋刊 建築基準法 5月：文化財俣境港 

昭和26　　　1951 倚y68�;��yOﾉEｩ;�)�ｩj���)8�����)�ｩ+)9��ﾈ惠/�8�ﾕﾘ��.ｸ�Y�8ﾙ�j��ﾘ顏艀���h,ﾈ耳ﾟｸ,b�+X,Hｪxﾗ2�ｯ)Xﾉ_ｹlｨ-h,ﾈ��(*ﾈ�)���ｸ,几xｭ��Y;�)��xﾘ�*(+�-ﾘ夊�弍)Xﾈ�8�ｨ､ｨｼb�この年、白川村内に270棟の合掌造リ 

昭和26・27　1951・52 �+�,ﾈﾚ�-ﾈ,X4�7ﾘ8�8ｩvﾈ,ﾙ6ｹ^�,Y;ｸ葎*b� 

昭和28　　1953 �;�)�ｩ�X懌�ｷi�85�8��重要文化財・吉村豪住宅（大阪）民家建築として初の根本修理、報告書刊行 

昭和29　　　1954 店���8�hﾜH-�gｸｻﾙ�X懆���ﾙ;�ｸ*�.x�懆����偉ｹ�8魲�武蔵野郷土館（～1991・江戸東京たてもの園1993～） 白川村・鳩谷発電所 

昭和29－48　1954－73 俘)7鞍���ﾉ+r� 

昭和30－40年代 ��明治期津田建築・民家の保存が魚糖に、文化庁・建築学会尊が調董異能 

昭和30　　　1955 �+�,ﾈﾚ�*�.ygｸｻﾘ��nY�ﾈ,ﾉ;刋亜ﾈ�8,�.h.穎Y�ﾈ自LY>��ｨ,ﾈ7ｨ6�8ﾉ;ｸ*ｩh);�,��小倉強『東北の民家』、小倉強が「東北民家に関する一連の研究」で日本建築学会賞を受賞 

この頃から大手木材会社（東谷：興国人絹・千頭木材・木原造林、西谷：王子製紙・木原造 林）がパルプ材として原生林伐採（約10年で伐りつくす） �+�,ﾈﾚ�*�.yj�i+(ﾛ�*ｩ�y�I4�,們�邵+8.ｨ.��

昭和31　　1956 冢Y�ﾉ�X懆��#Xﾌｹ�8魲�自川村大枚が鳩谷ダムで水没のため旧太田家を名古屋市東山動植物園に移築 関西電力が豊中市に白川郷・i日大井家住宅を寄贈、日本民家集落博物館に移築 神奈川県で横浜国立大学による民家調査 この頃、大阪府で大阪市立大学が民家調査 この頃から民家が系続的に文化財指定されるようになる 

昭和32　　　1957 倅(ｼ��ﾈ�9�I��*ｨ�ﾋ丶ｩJﾙ+(/�ｾh刺,倡y.��自川村・御母衣ダム着工 

横山ダム着工 俾��ﾉ�ｨ�XﾎI^ｨ笹�h自Jﾙ6H��

11月：村議会で徳山ダム建設反対を決議 ��:�ｻﾘ儿�Y?��ﾈﾔｹOﾈ�y?ｩgｸ,ﾉj�h����ﾃ���

昭和33　　　1958 滴����i;�)(hｧxﾕｨ*ｩ;�(抦ｧxﾕｨ.h.�<izr�ｯ)Xﾈ�hﾘx6�5��俑ｩOi�ｩ$ﾘﾊ�,X�h.杏�*ﾈ��ｯ)Xﾈ-ﾈ,X�wc8鳧ｭH�ｨ,ﾉ.葦ｨ戊ﾗ8､ｨ跖���?｣8���;�(揵(hｧxﾕｨ��(hｧxﾕｨ,ﾙ[��ﾘﾕｨ�ｨ*�.y;�)(hｧxﾕｨ*ｩ<izx��Zｨﾕｨ/�G�鈔�大岡実他『神奈川県における近世民家の変遷』1 

昭和34　　1959 店ﾈ��i;�)(hｧxﾕｩ�I�9{�/�､ｩ�ﾒ����#h�h嫌�援��IYx,�.h.��X･�,Xﾌyzx嶌��Yﾈｸﾈﾔ磯h,�.h.�?ｨﾍ�*)┼:ﾘ*ｩ;�?ﾈ+8.ｨ.��白川村・復I母衣ダム水没地から旧著山家住宅を高山市に穆築、刑騨民俗館として関越 （1998：飛騨民俗杓へ粛移築） 長野県で東京大学が民家調査 東京大学建築史研究室が秋田郷の民家調査 湖北地方民家調査 

昭和30年代半ば ��この頃白IIi村内に200棟の合掌造り 

昭和30年代後半 ��白川村木谷で合掌造り民家7軒中6軒を非合掌造りに立て替え 集落解体が進む 

昭和35　　1960 侈y9ﾘﾇh,�.h.ｨ,���+�,ﾈﾚ����ﾈﾏｸ*ｨﾜY�ﾘ��##的�ﾈ�｢�三渡田に白川郷から矢寓原意住宅を穆築 伊藤鄭蘭が「日本民家史の研究」で日本建築学会賞受賞 大隈・白木民家筆落博物館 浅野清他『大阪府の民家』 城戸久らが三河地方民家調査 日本建築学会民家小委員会「民家調査基準」1 この頃農林業センサスから焼畑の項目がなくなる 

昭和36　　　1961 僞��ｩ6H峪�9�囘�/�4ｹw���ﾙ��Xﾊx�Y�ｨ�Y(iYI6I|ﾘ,ﾈ�ﾈｾ�,Ygｸｦ��y6H*ｨﾈ�-ﾈ.��白Iii村・御母衣ダム第二発電所 野村季文『南西諸島の民家』 

昭和37　　　1962 �ｨ､ｩ68,��ｨ�,ﾈｬ運Y�Y;�*ｨ惓�ﾂ�辺地法 

奥村三雄が戸人の孤立方言について学会報告 岐阜県教育委員会が揖斐川上流域総合学術調査 徳山小学校（本校）で完全給食 下開田（漆原）春日神社拝殿を改修して保育所を開設、4－11月の季節保育 �?ｩgｸﾉｩ'ｨｺh檍�x-8.�+8,h,ﾈ+x-ﾈ*(���

昭和38　　　1963 倅�ｨﾘｹ���置県百年記念事業として岐阜県史編纂（～1973） 

3／30：戸人に簡易水道導入、11／10：山手、12／15：上開田 儖)�ｸｻﾙ7亊���,ﾈ+�ｩ�8孳�(ﾘx琩�ｨ�｢�

SI27：徳山軍畑合が自家繋軍を度止、中部富力が果全選書 俾薄侭�ｨ�X塰*ﾈﾘyTﾘﾊﾙ]ｹ�h橙�

7／24：本郷・上開田・下開田で徳山テレビ共同受信施設組合、10／27：テレビ受像開始 ��X圷���ﾈ�y��=��ﾈﾊx,�*�*�.仗��)j�h,ﾉ¥��ｨ��"�

7／25：本郷・上開田・下開田で中電初点灯、8／14：戸入、15：門人 この頃まで製炭が続けられる �?��ｦ佰IWh����X嫌:�,H*(+h�����yj�h,ﾙ�h*ｸ,H*ｸ+ﾘ���

昭和39　　1964 塗ﾈ��h���(5�8�ｪ��ﾈ��:�ｻI�ｩ�X�Xｵ9U��h*ｩ�Ygh���Ygh,�.h.��ﾈ���)Jﾙ6H�*ｩ.(鈔�8���X�i,ｸ,豫�Y�Y;��広域市町村圏振興整備措置 
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南本　有紀

徳山村と周辺のできごと 兌h嶌ﾞ��Yj��ﾘｧx�Xﾉｩ'ｨ讓�X�)�ｩ�Xｻｹ9�,ﾈ,X*ｸ+(,b�

昭和40年代 ��集落再編成事業で行政による集落の消滅、自発的な無人化・離村が発生 

昭和40－50年代 ��民家の文化財指定が簾中 

昭和40　　1965 涛��X�iTﾙ(i8ﾈ畑,Y;�(抦ｧxﾕｨ馼ﾕｨ�*ｩ�8�ｨ��決ﾗ鞏���Yﾈｸﾈﾔ磯h*ｨ皦蝎wH,��岐阜県教育委員会が民謡・民踊調査 

檀原分校で給食開始 伜)�ｩ�Xｻｹd��

この頃、プロパンガスが義及、炭から転換（鰐料革命） �I&ﾘ�YH饂渥冖韭��｢�

これ以降、村外産院などでの出産が増える ��:�,H*(+h�y?ｩgｸ,ﾉOﾈ����#�j�b�[h嶌ﾞ�]ｸﾎﾉd��y.����鉄��ｨ潔x���+�,ﾉD�-ﾈ,X,�#hﾈ�*ｩ[h嶌ﾞ�轌.���+�.ｨ決ﾗ駛�h,ﾈ轌.��*ｩ�ﾘ*h.����田h�ﾃ���S#c佇��｢�ｮ(訷�Xｸﾉ�ｹnﾈﾘｸ����仍ﾙ]ｳX�S�s#�'ｨ�ｨ/��wi[h嶌ﾞ�,倡y.��+�,ﾉD�-ﾈ,X,ﾈ�wi[h嶌ﾞ�轌.��Yj�h,ﾓC98��

昭和41　　1966 ��文化庁補助事業・民家緊急調董（一1977）、民家の文化財指定が本絹化 『京都府の民家調査報告』1 

昭和42　　　1967 ��天理参考館に自川村・合掌造り民家を移築（2000：白川村に返還） 神奈川・川峨市立日本民家園 石lii・江戸村（～1998、2010：移転して金沢湯涌江戸村） 太田博太郎他『民家のみかた調べ方』 

昭和44　　　1969 弍)Xﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYHｻﾙ7��ﾉ{��YtｹN8ﾅ9;�)�ｩ_ｸﾋ��b�民家繋魚調董報告書を利行、6件16機が重要文化財指定 

村議会が県にダム建設早期決着を陳情、徳山ダム対策連絡協議会を結成 11月：村史編集発起人会を開催、運営委員会・村史編集委員会（徳山小中学校教員からなる）発足 僮$末��ｨ�Ynﾈ､�饂渥俘x琩�(.泳�h��,等8�,ﾈﾘx琩�(.�/�昆'ｨ�����都��｢�

昭和40年代半ば ��この頃白川村内に140棟の合掌造り 

1970年代 ��この頃から古民家の再生・移築が盛んに 

昭和45　　1970 �+�,ﾈﾚ�,ﾉ�ﾈﾏｸ,ﾙo��c���ﾂ�飛騨民俗村に日枝の民家を移築（～1971） 

この頃までに大手製紙企業がパルプ用材を皆伐 牝俥育9zy?ｩgｹj�h��-h,ﾉY�8x�8�Xｸﾉ~冦�h��闕ｩ'ｨ/�*ｸ,�*�*�,���Y�8x�9j�h��*ｨﾕﾉ�ｨ+H.ｨ.��暹��d��+�,ﾈﾚ�*�.y[h嶌ﾞ�]ｸﾎﾉd�,�.h.兌h嶌ﾞ�j�h,ﾈ�9yﾘ*ｨｷﾙ�ﾒ�

昭和46　　　1971 �;�(5�8�;Y4xﾅ)�xｭhﾌh��5�8�L�甑Eﾈﾇh柯,ﾉ+)9�x+�?ﾈ.�/�^H-����9�｣���9uﾘ,ﾉ+(ﾘ�ｼCr�飛騨民俗村 

岐阜果轍育委員会が徳山村民俗質料緊急調董（～1972）、『岐阜県の民家　岐阜県民家 僮)�ﾈｻﾘ塰*ﾈ�x�,ﾈ齷�(ｬ(ｺｸ/�荿.���

緊急調董報告書』刊行 亳y69oX�y?ｩgｸ,ﾉOﾈ���ツ�j�b�

宗教分布調査によると405戸のうち誠照寺派239戸、増徳寺74戸 �*�?ｩj�h5h987ﾈ5x4X8��Y?ｩgｸ,ﾉj�h+ｸ,ﾈﾆ��ﾈ暹/h�b��莓迄ﾊyzxｻﾙ7倬�{��*ｩI(�)�j��ﾘ��{�亶ﾙ+(ﾛ�/���邵�����都(�｢��x鞋I])�ﾈ馼ｼh�����都h�ｨ,S��偖yx��S�#(ﾌｸ*ｨ昆5ﾘ��暹��&闔h,ﾉG��ｨ*ｩ�ﾘ���+�,ﾉD�7�*�.x�Yj�i9僣8�8+��iuﾈ螽/�ﾙ�ﾌ竸(�ｾ�,佗h�2�

昭和47　　　1972 傴ｩ��CyD繆ﾈ靼ｸ箸�白Iii郷合掌村（のち野外博物館合掌造り民家園） 

徳山ダム立ち入り調宣、工事着工（1977集成予定） 亶ｸ�侈y�ﾘﾘyH饂渥冕�h���

懸賞金付きツチノコ（ココヅチ）探しイベントを実施 ��靈Hﾉｸ���y?ｩgｹE��ｩ'ｨ����ﾃ兀ﾈﾘ��[h嶌ﾞ�ﾉｩ�)Z云ｹ�hｵｨ��ｺh檠�ﾙzr�

昭和48　　　1973 ��X��ﾋ丶ｩJﾙ�9�囘�,�.h.�;�(5�8�ﾉｩ�ﾘ/�ﾏh鹵�岩手・北上市立博物館・みちのく民俗村 

3月：民俗資料緊急調査報告を刊行 5月：往山村史刊行 免侭�(��鵁�ylX-�.H*ﾙj�h����ﾃ8�����都h�｢�

昭和49　　　1974 ��全国文化財集落施設協議会 奈良県立民俗博物館 

昭和50　　1975 ��奈良国立文化財研究所（のち奈良文化財研究所）『高山一町並調査報告』 鈴木充『日本の美術』37民家 柳田国男生誕100年 文化財保護法改正で建造物が土地を含めて指定可に、集落町並みを指定する伝練的 建造物群保存地区制度を新盤 

昭和51　　1976 �;�(5�8�馼ｼiDh�(��馼ｼh/�ﾉｩ�ﾘ�*�.y�X��ﾋ丶ｩJﾘﾏi&8��,ﾈ+��X��ﾋ亢�ﾕﾈ�ｨ,佗��2�香Iii・四国民家博物館（四国村） 

昭和52　　　1977 �$ｨｸ(,ﾉj�h/��Ynﾉ*ﾈ�Ywｨ�鮑,�ｩ'｢�民家緊急調董報告書を刊行（2回自）、与件5練が重要文化財指定 文化庁・民家緊急網量が繕了（1966－）、この年までに民家主犀285標・付置塵合せて 495接を重要文化財指定 国重要続的建造物群保存地区に6地区を選定 重要文化財・箱木家住宅（兵庫）ダム水没のため移築（～1979） 石川県立白山ろく民俗資料館（準備中）に尾田豪・小倉豪（国指定重要文化財）を移築復元 

昭和53　　　1978 弍)Xﾈ髯;i[hｧxﾊHｸh檍�Yj�(ﾊHｸh,ﾈ,(,x*(��(hｹ顋x���Xｧx.x�ｨ*ｩj�(.ﾘ.x-x慄+(ﾛ������石川県立白山ろく民俗資料館の尾田家「白峰の出作り民家と生活用具」「白峰の出作り 

1983） 『略章崇の民家昭和52年度版民家緊急調査報告書』、戸入・橘縄簾、嫁・ま下象を所載 9月：水資源開発公団から家屋移転の補償基準を提示（第一次損失補償基準） ��hｨ�,ﾉw�ｾ��h/�ﾙ��witﾈﾆ�j��ﾙ[h嶌ﾞ�,倡y.��

昭和54　　1979 ��石IIi県立白山ろく民俗資料館 この年までに民家主屋297棟・付属居合せて530棟を重要文化財指定 

昭和55　　　1980 估�68ﾄﾘ�Xｯ)Xﾈ����Xｧx*ｨﾌｹ�ﾉj�ｹ+(ﾛ��;�)��xﾘ�*(+�-ﾘ夊�弍)Xﾈ�8�ｨ*ｩG�ｼb�Hﾈ��i�X��ﾋ丶ｩJﾘﾏi&8*ｩ�i?�鴿�俯運(�ｮ顏�/�/�鹵�+�,ﾈﾚ�,ﾉ�ﾈﾏｸ,ﾙo��3���ﾂ�重要文化財指定の民家が300棟を超える（指定は一段落） 

昭和56　　　1981 ��学研『日本の民家』1－8 林野全章が「論善『近畿の民家』など一連の民家研究」で日本建築学会賞受賞 

昭和57　　1982 �:�ｻI�ｨ�Y�侏H5�8�ﾉｩ�ﾘ,�.h.�ｩ5ﾘ､ｨ跖��8ﾉ�ﾉ�侏H*�.xﾌ9j�cY8�/�:�ｻI�ｩ��讖j��ﾘ��{��,�ｩ'｢�野外博物館合掌造り民家園に6校を移築 

増山たづ子『牧場：私の徳山射撃裏目l卸、最初の写具象を出版 1月：徳山村の歴史を語る会機関誌『ゆるえ』創刊 兀�8x�9j�h���

昭和58　　　1983 弍)Xﾈﾊxｻ8支効醜檍*ｩj�y+(ﾛ��北海道開拓の村 

粂田勲・岐阜女子大学が戸入民家調査 佶ｩ'ｨ齎ｧx檠Jﾙ�ｸ���xﾉｩ'ｨ讓ｧx�雨ﾘｪr�

1月：映画「ふるさと」（柵山征二郎監書） 8月：第1回徳山の自然と歴史と文化を語る集い（徳山村ミニ学会） 10月：水資源開発公団が第三次損失補填基準を提示 11月：ダム柵億基準妥結協定し海抜400m讐高接収下水没が確定、これ以降農村・削主へ 傅ﾈ鮖Y�ｷh�ykﾉ_9?ｩgｸ,ﾉOﾈ����#Yj�h,i*ﾉ¥��
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旧徳山村年表　旧徳山村民家（旧宮川家住宅主屋）移築経緯に関連して

徳山村と周辺のできごと 兌h嶌ﾞ��Yj��ﾘｧx�Xﾉｩ'ｨ讓�X�)�ｩ�Xｻｹ9�,ﾈ,X*ｸ+(,b�

昭和59　　　1984 �;�)�ｩj��ﾘ��{�ｹ�i�鞜H��OX檍��;�)�ｩ[h嶌ﾞ�]ｹ�i�鞜Hｺhｶ8檍*ｩJﾙ�ｲ�;�)�ｩ[h嶌ﾞ��騷8ｺhｶ8檍*ｩj��/���+(鈎��Xﾔﾉ_�,h*ﾘ�(�csXﾘh�嶋ﾈ��ｨ,Yj��ｸ�/�ﾌH-�*�*���ﾘ�(+ﾘ,8��*ｨ4x487ｸ98ﾏy���ﾈ/��8�ﾂ�;�)�ｨ,ﾉ��讓/�ﾎｨ.���Y;�)�ｨ,ﾈ*�*�-ｨ,ﾈ/�ｸ�-�,H�hｯ)XﾈﾊytｹN8ﾅ9;�)�ｨ�)�YZｩWｩ+(ﾛ�(hｭI_�ﾙ��i5r�8ﾈ��i^(�,ﾈﾌ)�ﾈﾅ��､ｨ跖��ﾅ��ﾜ�-ﾙ�ｩj�,ﾉz9�ｨ*ｨ跖-ﾈ.��xﾈ��ij�(.ﾘ.x-x慄+(ﾛ����i?�鵁�｢�xﾈ��i:�ｻI�ｩ��讖j��ﾘ��{����ｩ'ｩj�h�ｨ嵎4��ｸ7h92�以��i�c(��;�(,ﾈ齷�(,i��讓,i[h嶌/�ﾎｨ.偖x*(��;�)�ｨ7�6ｨｧx檍�｢�以��hﾜXﾎ8,ﾈ4�7ﾘ8�8ｩvﾂ����#8�inY�ﾈ,X徂夊,ﾈ���ﾈ*ｨ跖-ﾈ.�����#(�h岑､ｩ68,Yz9�ｨ*ｨ跖-ﾈ.��佇��hﾊy[h嶌ﾞ�]ｸﾎﾈ5ｨ985��ｸ*ｩhI��[h嶌ﾞ�+(ﾛ������塔X�S8�｢����ﾃ��ﾈ��h愷末��y�ﾈ*ｨﾌｹ?ﾉj�i+(ﾛ����ﾈ��h�8､ｩ68�X�(ﾞ�h/����ﾈ���Ynﾉ*ﾈ�Ywｨ�鮑-h昆'｢�+�,ﾉD���ﾈ�*�.x���Y�ｨ*ｩ^刋X嶌+X��彿��,ﾈ���ﾈ*ｩ��-ﾘ��ﾉｩZ曳8ﾟH*ｩ&陷��+�,ﾈﾚ�*�.y�ｩo��ｨ,冕�h昆'ｨ,ﾈ�檍*ｩ?ﾈ.���昆'ｨ/�紀���『山村海相民俗の研究』：「山村生活調査第1回報告書」他の復刊 

昭和60　　1985 �8ﾈ��hｯ)Xﾉ�ｩ�ﾈ支ﾜ粟���ytｹN9�ﾈ�8葺司;�(5�8��Y�侏H5�8��Ygi&霎h��hHｹｩ[h嶌ﾞ�ZｩWｩ+)9��ﾙ������福井市おきごえ民家園第1期工事、3棟を移築 

7／6：増山たづ子が岐阜市に引っ越し、増山家は岐阜市に寄贈（のち岐阜ファミリー パークに移築）、7／13：増山家土蔵取り壊し、7／23頃：増山家解体 7月未までに186戸取り壊し 8／21までに約200戸を取り壊し、7割（470戸中約200戸）が離村 8／24－25：第3回徳山の自然と歴史と文化を語る集い（徳山村ミニ学会）で博物館構想を発表 8／25：第25回社会教育研究会全国集会・第17分科会「暮らしに生きる博物館」で徳山村博物館構想を発表 8月初め：増山豪を解体、8月中旬～9月上旬：岐阜ファミリーlトクの基礎工事、9月中旬～：移築（12／20完成予定） 9130：徳山地区基地離艦合間絹告法要 10月：戸入・六社神社社殿を福井県朝日町・八幡神社へ移築 10月：増山たづ子『ふるさとの転居通知』 11／17：陽勝幸に上開田・山崎家（豪道場）を移築 12月：戸入・神足家を本巣に移築（建前）（～1986・3完成） 12／16：揖斐郡町村会が広域合併が困難と結論、県主導で藤橋村合併へ 12／24：岐阜ファミリーパークの増山家移築完了 この年から冬季、戸人は無人に �?ｩgｸﾉｩ'ｨｧx檠j�ｸﾎｨﾝX��YH檍�y?ｩgｹj�hﾎｩ8ﾈ���������ﾈ��hｷi�9�ｩj��ﾘ��{�丶ｨｭ��

昭和61　　1986 ��ﾈ��iG��ｨ,�.h.曳ｸｻﾙI(�)���,ﾈﾋ9Y韭�*ｩ(i&b�千葉県立房総のむら 

2月：徳山村廃置分合問題が藤橋村との合併で決着 2／2－28：美濃あけぼのの会が大垣共立銀行長良支店で岐阜市歴史博物館蔵の徳山村の木挽き道具を展示 2／13：岐阜撮教育委員会が徳山村文化遺産保存事葉計画（4月～：埋文調蓋、民家（旧宮 川象）移築、自然・生活覆境調整、古文書取象・記録保存）を発表 4月～：岐阜ファミリーパーク・増山家公開 4123－618：岐阜県博物館「徳山の四季とくらし」に18，978人が来場 8月：文化財保存対策協議会を設置 8月：第4回徳山の自然と歴史と文化を語る集い（徳山村ミニ学会）、徳山村での最後の開催 10IlO体育の目：徳山中学校運動場で徳山村解職式（お別れ運動会） 10－11月：写真展「増山たづ子写真日記ありがとう徳山村」を東京・名古屋・岐阜で開催 11／23：本巣市歴史民俗資料館（旧神足家）開館 ��X憖+ﾈ��x�-ﾈ*(,ﾉ�ﾉ}隗x��?ｩgｸ�j�ｨｸ�Hﾖﾈ���

昭和62　　　1987 假ｸ�j���iﾉ5�i�y5�4�;�(,ﾈ�)�ｩ�h蝎w�ｾ��hﾙ��witﾈﾆ�j��ﾙ[h峪�)�ｸ��ﾅ�x�i[h嶌ﾞ��(ｶ8檠9ｩ�ﾈ��4�8�hｪ��ﾙ�鹵�四国民家博物館が「四国民家博物館にがナる民俗文化財保存の業績」で日本建築学会賞受賞 

3月：徳山村教育委員会『徳山の山村生産用具概説・目録編』『同実測図編』 3／27：徳山中学校で閉村式 3I31：徳山村度杓、震幡村に魅入合併（約430人・旧種山村人ロは103人） 3／31の開村までに村仲介で民家32軒を村外へ移築 6／14：愛知県西尾市で戸人より移築民家（無の里休憩所）のふれあいの集い、6月中旬着工、8月未完了見込み 7月：増山たづ子『ありがとう徳山村』、岐阜県美術館で「ありがとう徳山村増山たづ子写真展」 7月：揖斐Iii町歴史民俗資料館に2棟移築予定 8／29－30：第5回揖斐谷の自然と歴史と文化を語る集い（揖斐谷ミニ学会）、藤橋村で開催 秋：戸人の9棟、修善寺町へ移築完了 10／7：旧官Ii懐の移築完了、公開開始 10IZS：8集蕩・8社を合配して徳山神社を創建 ～10／28：名古屋市・西友高針店で「サヨナラ徳山村フォト＆トーク」 藤橋村歴史民俗資料館に杉原より5棟移築 �8ﾈｹ��YWｹ(h�8ｻﾙ7�,ﾉ�羽饂渥��

昭和63　　　1988 侘ｹ?ﾈ�Xｮ)X�徂/����ﾈ+X,Hｭh�8�Y(i')�ﾘﾘx暮:靠h��,�ｩ'｢�10／1－11／13：大阪市立博物館「山に生きた人びと　その衣食住と生業」で飛騨地方の 

門人八幡神社社殿を福井県鯖江市・松阜神社へ移築 個人対公団ダム建設所との移転補償契約がほぼ完7 －2／16：岐阜市・西濃信用金庫福光支店で「徳山の遊び展」 8／27－28：第6回揖斐谷の自然と歴史と文化を語る集い（揖斐谷ミニ学会） 10I13－11I27：京部府立山城郷土質料競「山村のくらし」で徳山村費料を展示 倬�{��儖)�ｹj��ﾙ�ｨ���V��ｨ/�5x鹵�

昭和63－平成11988－89 ��ふるさと創生事業 

昭和64／平成11989 �8ﾈ��i�8ﾌｸ,ﾉz8ｬﾘ*ｨ��{��福井市おきごえ民家園、第2期工事で3棟を移築して開園 

8／26－27：第7回揖斐谷の自然と歴史と文化を語る集い（揖斐谷ミニ学会） 亶ｸ���Xﾙ��8-ﾘ+�,ﾈ*ﾙ6ﾘ,ﾈﾌ餃委h����-ﾘ+�,ﾈ*ﾘﾏh���｢�

10／14：藤橋村歴史民俗資料館・移築民家で県政夢おこしガヤガヤ会議 亶ｹ,9'�齎�y?ｩgｹ��8yj�h讓�����:�dﾘｮH�xｩﾙY�*ｸ,ﾉj��ﾘｧx���

平成2　　　1990 ���繆�c�塔h潔x�(i�(+X,H*(+ﾙgｸｻﾙI(�)���,ﾈﾋ9Y韭��Y;�)���/�ｯ)Xﾈ�9��讖H饂渥�,XﾜHﾋｲ�『日本の美術：民家と町並』286東北・北海道、287関東・中部、288近畿、289中国・四国、200九州・沖縄 

1／15：本郷白山神社の元服式・徳山神楽を徳山神社で復活 8／18－19：第8回揖斐谷の自然と歴史と文化を語る集い（揖斐谷ミニ学会） 横浜ダム再開発事業開始、ダム湖浅漢など当初1982完成が1997に延期（のち2011に再延期） 俎飩hﾔ��ﾘ*ｨ�Yj�hﾜI�h,ﾉ�h+X*)_ｹd��/�ｦﾙzx+x.�,倩ｨ,�+ﾙ�ﾙD�,ﾈｼi���h,Y?ｩgｸﾉｩ'ｨｧx檍ｼi���ﾈ/��8�ﾂ�
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南本　有紀

徳山村と周辺のできごと 兌h嶌ﾞ��Yj��ﾘｧx�Xﾉｩ'ｨ讓�X�)�ｩ�Xｻｹ9�,ﾈ,X*ｸ+(,b�

1990－2000年代 ��古民家再生ブーム 

平成3　　　1991 嶋���x�ﾃ���i�c弌�tｹN9$ｨ,ﾈ齷�(,i��讓,i[h嶌/�ﾎｨ.偖x*(�冲ｹN9$ｨ7�6ｨｧx檍�｢�『民俗建築』100号 

平成4　　　1992 嶋��#(�ﾃ#8�i�c����tｹN9$ｨ,ﾈ齷�(,i��讓,i[h嶌/�ﾎｨ.偖x*(�冲ｹN9$ｨ7�6ｨｧx檍�｢��(ﾈ��i�X��ﾋ丶ｩJﾘﾏi&9;�(5�8�ﾉｩ�ﾘ�*ｨｸﾉ;�)�ｩj����ｸ,��Y;�(+�.h.��iJﾘｪr�ｸﾈ�j����ｸ,�;�(5�8�ﾔ磯hﾊ乂x檍��決ﾎ8��h吋韲�邊�､ｩ�｣YD���,ｩD雕�ｨ�(,ﾘ*�.x+���ｸﾉ;�)�ｨ,偖ｩj�ｸ*ｨ*�.�,ﾈ,ﾓ3)�ﾂ�草野和夫が善書『東北民家史研究』に集大成された一連の民家史研究」で日本建築学会賞を受賞 

平成5　　　1993 嶋��#��ﾃ#(�i�c����tｹN9$ｨ,ﾈ齷�(,i��讓,i[h嶌/�ﾎｨ.偖x*(�冲ｹN9$ｨ7�6ｨｧx檍�｢�江戸要点たてもの田（前身は武真野郷土館） 

11月：揖斐谷の自然と歴史と文化を語る集い（揖斐谷ミニ学会）が揖斐郡iB大賞受賞、 揖斐地域の活性化に寄与 佶ｩ'ｨ�9Yﾈｧx橙�

平成6　　　1994 嶋��#��ﾃ#��i�c�(��tｹN9$ｨ,ﾈ齷�(,i��讓,i[h嶌/�ﾎｨ.偖x*(�冲ｹN9$ｨ7�6ｨｧx檍�｢�富山博『日本民家調査研究文献総覧』 

3月：最後まで残っていた本郷・共有林の買収交渉が概ね合意、これによリダム完成は ��ﾉ8育9zy?ｩ^冕�i68*ｨ�Y?ｩgｹF�8ﾉ68,�*ｨ6�.仗��)j�h,ﾉ�ﾈﾆ�4假ｸ�]ｹ�h��ﾏh､ｨ,hｺｸ暫�

2002見込みに ��餔X�h,Y?ｩgｸﾉｩ'ｨｧx檍�/��8�ﾂ�

平成7　　　1995 佶ｩ�ﾘ���,ﾈ+��7佰�,ｨ��ｨ*ｨ5�8�9倬hｼi�(ｶ8効醜檍/��ﾙ'X��(iYHﾉx,X,ﾙ;�(5�8��Yn鞐ﾂ�民豪語祭集録グループ代表草野和夫が「民豪語簾の集録とその解説に関する一連の 

川河口堰が見直し対象事業に 8／19－20：第13回揖斐谷の自然と歴史と文化を語る集い（揖斐谷ミニ学会） 仂i���h,Y?ｩgｸﾉｩ'ｨｧx檍�ﾈ/��8�ﾂ�

平成8　　　1996 塗ﾈ��hｯ)XﾈﾊyH饂渥�,X�Y;�(,ﾈ*ﾘ.x+Y�ﾈﾋ�&鞁h*H,x/�/���-x.h*H�h/��､ｨﾜ2����#H�ﾃ#X�i�c�H��tｹN9$ｨ,ﾈ齷�(,i��讓,i[h嶌/�ﾎｨ.偖x*(�冲ｹN9$ｨ7�6ｨｧx檍�｢�文化財俣境法改正で文化財登録制虞を噺股、対象は建造物 

平成9　　　1997 ��日本民家再生リサイクル協会（のち日本民家再生協会） 日本民家集落博物館で山村サミット、白Ii肘が参加 

平成10　　1998 ��旧八百津発電所施設を重要文化財に指定 第1回民家フォーラム（日本民家再生リサイクル協会） 

平成11　　1999 ��福島・いわき市暮らしの伝承館 岡山・古民家再生工房が「「古民家再生工房」の継続的な活動」で日本建築学会業績質を受賞 平成の大合併（～2010） 

平成12∴∴∴∴2000 �;�(5�8�駟�ﾈﾔ磯b�『日本の美術』406離島の建築 

平成13　　　2001 弍)XﾈﾊyH饂渥��X.ﾘ+ﾘ+X,ﾉ;�(���ﾘ�(+ﾘ,8��ﾌﾈｻﾘ,ﾈｴﾉ��h����#��(�｢�全国慕書き民家調査（農水省）、細萱対象120市町村（～2003・3） 

平成14　　　2002 �;�(5�8�ｺIw�uﾉ.����涛I9h��｢�兵庫県でヘリテージマネージャー（兵庫県歴史文化遺産活用推進員）制度発足 

平成15　　　2003 �;�)j��ﾘ�{�ｸ�ﾅ(*ｨ､ｨｭ��旧江戸村から金沢湯涌江戸村に再移築（～2010：開村） 

平成16　　　2004 ��文化財保護法改正により文化財登録制度に建造物以外の有形文化財を追加 

平成17　　　2005 牝�3��itｹN8ﾅ9$ｩFy�ｨ�Xｷi�8昤�X��mｩ�ｨ�Xﾞ)>��ｨ�Y:���ｨ/��(ｼ��ﾉ*ﾈ,刔��Xﾘy[��大阪府登録文化財新有事の会発足、以緩、京都・憂知・和歌山・秋田・東京で所有者の会 

旧八百津発電所施設を文化庁・近代化遺産に追加認定 �*ｩuｩzx+8.ｨ.��

平成18　　　2006 �;�(5�8�gｹ�ﾉ�x.越x,Hｪ驅��8�繆�i�ﾘ�(+ﾘ,8��gb����#(�hﾙ�;鼎�xﾋ餮I�hﾔ磯h��;�(6�487�5愛ｩ,｢���#X�i;�(5�8��(ﾋ)%��R�x���X�ﾃ���8�hｯ)XﾈﾊyH饂渥�,Y�X��ﾋ亢�ﾕﾉ;�(5�8�ﾉｩ�ﾘ��Xｯ)Xﾈﾊy[h嶌ﾞ�]ｸﾎﾈ5ｨ985��ｸ*｢��Y>ｩ[i�ﾈ,�,H,�*�,�*�+x+(*(����.ﾘ*ﾘ.ﾘ*ﾙ;�)>ｩ[h8��ｸ8ｸ6��b� 

平成19　　　2007 弍)XﾈﾊyH饂渥��Y�8,ﾉ_8��-8.�+8,i;�)�ﾘ�(+ﾘ,8�����5x�b�ﾆ��仂h��Xｽ��8嶌蝌ｼh�(蝌ﾅ�38,冲ｹN4末�,ﾉ�Y|ﾙJﾙ6Hｭi���(蝌������)Jﾙ6H��Xﾔﾉ�2�Jﾙ6H��Y�ﾈ�9Jﾙ6H��ｨ/�Di.�� 

平成20　　　2008 �����8�i;�(5�8�ｪ��ﾂ�浦島郁夫熊本県知事が「ダムに頼らない治水」表明、川辺川ダム建設を白紙撤回 

平成21　　　2009 ��「コンクリートから人へ」を標梼した民主党政権が川辺Iiiダム建設事業を休止 

平成∑3∴∴∴∴2011 ���(5�8�ﾜH､ｩJﾘ馼ｼhｪ驅�� 

平成24　　　2012 冏ｹ�8�8,X齪徂��N��,俐ﾙGﾈ+8.ｨ,H*(+ﾙ;�)8)�育�/�Jﾘﾊ���<�蝌嶌,偃h.��x-���#�������h�d�+ﾉHH�,YLﾉHH�｢�ﾔﾉ�9Jﾙ6H�淙�8ﾔ磯h�ﾔ�� 

平成25　　　2013 刎Y68椹Tigb��8圷ﾊx�V払U��D�U4UTﾘ�Y�ﾘ�(+ﾘ,8��+x-x,H���,�,�.�?ｨ-ﾈ,X�b�大阪府でヘリテージマネージャー育成講座開始 

平成26　　　2014 ��������i;�)�ｨ昆5ﾓ3�D�-8.ｨ*�*(-ﾈ,(.��冏ｹ�8�9o���｢�岐阜県が県掌中水力発電施設整備事業を開始 

平成27　　　2015 嶋��#h�ﾃ���#x�g��F�&���%8�fv�末W'��Y�ﾘ�(+ﾘ,8����7�6�5h7ﾘ48,ﾈ*�,h,��b�11月：登録有形文化財の総数が1万件を超える 

平成28　　　2016 店��#H�ﾃ#��h�緝�����i�Y�H4��ｸ6X4(5�6x8�987h8ﾈ485��Y�ﾘ�(+ﾘ,8��,i8ﾉfｸ,ﾈｴﾉ��(+ﾘ+��b� 

平成29　　　2017 �;�)�ｨ､ｩ�｣3��D��ｯ)XﾈﾊyH饂渥�ｩ:�5x�Xﾊ�,(-�.冦ｨ��陷h,ﾈﾊ�+ﾙO)�ｹOﾉEｨ��ﾝxﾕﾘﾏYvﾘ,ﾉO)�ｸ�Y�ﾘ�(+ﾘ,2���,ﾉ;�(�Xﾎ9:���Wh,ﾈ苓ｿ8���h�俘(�(�8�YO)�ｸﾘ(�(-ﾈ+�,ﾉH饂渥��｢�tｹN9�ﾉ*ﾈ揵,8�X岔-)>ﾉ�IzﾉJﾙ6H���ﾞ)>��X�彿�IzﾉJﾙ6H�*ｩ��ｼh､ｨ趙� 

平成30　　　2018 �;�(5�8����D������(�hｸﾈｪ�曝徂��韶X夊*ｨﾙ�6�騁ﾈﾆ�[h嶌ﾞ��佶ｩ�)Z��ｨ,�6��� 

平成31／令和12019 冏ｹ�8�8�X�d�*ﾈ-8*ｩ;�(,h*H*ｨ.x+Y��xﾘｺhｶ8檍/�ﾈｹ�ﾂ� 

令和2　　　　2020 弍)XﾈﾊyH饂渥��xﾙ�6�騁ﾈﾆ�[h嶌ﾞ��佶ｩ�)Z��ｨｸﾈｷｹ�ﾈ徂��韶X夐]ｹ�hｨ駅�ﾇh柯���令和2年7月京雨で熊本県球磨川水系・川辺川で洪水発生、11月に流水型ダム建設を国 に要望、多目的ダムから流域治水に方針変更 

令和3　　　　2021 �����X�i�YhyW域ﾙWigb� 

※　文末の文献リストを元に作成

※　表中は敬称略

※　徳山村と周辺は、編入合併される藤橋村・揖斐III町を指す

※　現在名称を略した組織・機関がある
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